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三
原
市
久
井
町
の「
農
事
組
合
法
人

あ
ぞ
う
ば
ら
」は
５
月
上
旬
、農
業
用

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
水
稲
の
除
草
剤
散

布
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
従
来
は
、大
雨
に
よ
る
作
業
効
率
の

低
下
や
、効
果
の
低
減
が
課
題
で
し
た
。

約
30 

ha
で
活
用
し
、作
業
時
間
は
、10

ａ
あ
た
り
２
～
３
分
で
散
布
で
き
ま
す
。

構
成
員
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化
が

進
む
な
か
、生
産
性
向
上
や
省
力
化
な

ど
で
手
ご
た
え
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
同
法
人
の
吉
国
幹
夫
代
表
理
事（
71
）

は「
今
ま
で
は
、田
植
え
と
同
時
散
布

で
水
管
理
に
苦
労
し
て
い
た
。ド
ロ
ー

ン
の
導
入
を
き
っ
か
け
に
若
手
後
継
者

が
増
え
る
事
を
期
待
す
る
」と
話
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
、水
稲
の
本
田
防
除
の
ほ
か
、

馬
鈴
薯
や
大
豆
な
ど
の
防
除
で
も
活
用

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
三
原
市
高
坂
町
で
５
月
14
日
、「
親

子
で
農
業
体
験
２
０
２
３
」
を
開
催

し
、
管
内
小
学
生
親
子
16
組
48
人
が
田

植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
と

触
れ
合
い
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
Ｊ
Ａ
の
新
入
職
員
７
人
も
参
加

し
ま
し
た
。

　
農
業
体
験
を
通
じ
て
、
農
業
の
楽
し

さ
や
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
、
夏
野
菜
の
収
穫
や
稲
刈
り
な
ど

全
４
回
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
営
農
指
導
員
が
苗
の
植
え
方
や
田
ん

ぼ
で
の
注
意
点
な
ど
を
説
明
し
、
一
斉

に
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
作
業
を
始
め

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
田
ん
ぼ
の
感

触
に
歓
声
を
あ
げ
、
楽
し
そ
う
に
作
業

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
参
加
し
た
矢
島
凛
佳
ち
ゃ
ん

（
９
）
は
「
初
め
て
の
田
植
え
で
、
足

が
埋
ま
り
疲
れ
た
が
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。ま
た
参
加
し
た
い
」と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　
「
鷺
島
メ
ロ
ン
部
会
」
は
５
月
31
日
、

特
産
メ
ロ
ン
「
み
ど
り
の
輝
き
」
の
初

出
荷
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
「
み
ど
り
の
輝
き
」は
、果
肉
が
緑
色

で
糖
度
が
高
く
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味

わ
い
が
特
徴
で
す
。
収
穫
前
10
日
間
は

水
を
与
え
ず
、
完
熟
さ
せ
て
糖
度
15
度

を
目
安
に
収
穫
し
ま
す
。
例
年
よ
り
早

い
梅
雨
入
り
で
品
質
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
ハ
ウ
ス
内
の
換
気
と
管
理
を
徹

底
し
高
品
質
の
メ
ロ
ン
が
仕
上
が
り
ま

し
た
。

　
同
部
会
の
平
木
正
明
部
会
長
（
79
）

は
メ
ロ
ン
栽
培
を
初
め
て
40
年
目
以
上

の
ベ
テ
ラ
ン
。「
今
年
も
美
味
し
く
仕

上
が
っ
た
。
今
後
も
栽
培
を
続
け
佐
木

島
の
特
産
メ
ロ
ン
を
守
り
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
三
原
市
立
本
郷
小
学
校
の
５
年
生
69

人
は
５
月
23
日
、
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
を

体
験
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
と
本
郷
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
が
協
力
し
、
児
童
１
人

ず
つ
が
バ
ケ
ツ
に
も
ち
米
「
ヒ
メ
ノ
モ

チ
」
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
バ
ケ
ツ
に
２
種
類
の
土

と
水
を
入
れ
て
楽
し
そ
う
に
素
手
で
混

ぜ
、
３
、
４
本
の
苗
を
真
っ
直
ぐ
に
バ

ケ
ツ
の
中
心
に
植
え
ま
し
た
。

　
初
め
て
バ
ケ
ツ
稲
を
作
っ
た
久
保
元

気
君
（
10
）
は
「
お
い
し
い
お
米
に
な

る
よ
う
、
定
期
的
に
観
察
す
る
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
稲
は
、
夏
休
み
に
自
宅
へ
持

ち
帰
っ
て
栽
培
し
、
収
穫
後
は
餅
つ
き

や
し
め
縄
づ
く
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 ▲協力して田植えをする新入職員と子ども

▲楽しく土を混ぜる児童たちと
営農指導員 

▲    「みどりの輝き」を選果する
　平木部会長

▲ ドローンによる農薬散布

親
子
で
農
業
体
験
２
０
２
３

～
田
植
え
～

地
元
小
学
校
で

バ
ケ
ツ
稲
作
り
を
し
ま
し
た

農
薬
散
布
省
力
化
へ

ド
ロ
ー
ン
導
入

特
産
メ
ロ
ン

「
み
ど
り
の
輝
き
」
初
出
荷
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水
　稲

稲
こ
う
じ
病
に
つ
い
て

　

穂
に
黒
い
団
子
状
の
病
粒
を
形
成
す
る

水
稲
の
主
要
病
害
の
一
つ
で
す
。

　

昔
は
豊
作
病
と
称
し
、
収
量
が
多
く
な

る
と
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
病
粒
が
形
成
さ
れ
る
と
他
の
籾
の
登
熟

歩
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
玄
米
調
製
時
に
汚
損
被
害
や
菌

塊
片
が
混
入
し
、
農
産
物
検
査
で
規
格
外

の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

発
生
し
や
す
い
条
件

①
前
年
に
発
生
し
、
土
壌
菌
量
が
多
い

②
７
～
８
月
に
雨
が
多
い

③
川
沿
い
等
の
圃
場
で
、結
露
時
間
が
長
い

④
窒
素
肥
料
が
遅
効
き
す
る

⑤
出
穂
が
遅
い
品
種

　

田
植
え
後
、
土
壌
中
か
ら
水
稲
の
根
や

葉
鞘
に
侵
入
し
、
穂
ば
ら
み
期
頃
に
幼
穂

に
感
染
し
ま
す
。

対
策

① 

窒
素
の
多
施
用
は
発
生
を
促
進
す
る
の

で
、
多
肥
栽
培
や
遅
い
追
肥
を
避
け
る
。

② 
田
植
え
前
に
転
炉
ス
ラ
グ
（
ミ
ネ
ラ
ル

Ｇ
な
ど
）
を
土
壌
に
混
和
す
る
こ
と
で

発
生
を
軽
減
す
る
。

③ 

穂
ば
ら
み
期
（
最
適
期:

出
穂
18
日
前
）

に
薬
剤
防
除
す
る
。
出
穂
期
の
散
布
で

は
防
除
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。

剤型 農薬名 使用量

粉剤 Zボルドー粉剤DL 3～4kg/10a

液剤 ボルドー（水和剤）
2,000倍
60～150ℓ
／10a

粒剤 モンガリット粒剤 3～4kg/10a

　
水
田
内
の
土
壌
や
稲
わ
ら
で
越
冬
し
、

翌
年
の
発
生
源
と
な
り
ま
す
。
前
年
に
発

生
が
確
認
さ
れ
た
水
田
で
は
、
翌
年
以
降

も
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
適
期
防

除
に
よ
り
対
策
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

水
稲
に
関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
　
●
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

柑
　橘

　
雨
上
が
り
の
野
山
は
緑
が
い
っ
そ
う
濃

く
な
り
、
夜
空
で
は
天
の
川
が
か
か
る
季

節
で
す
。
小しょう
し
ょ暑は
二
十
四
節
気
の
１
つ
で

７
月
７
日
頃
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
暑
さ
が
本

格
的
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
後
の
大た
い
し
ょ暑

も
二
十
四
節
気
の
１
つ
で
７
月
23
日
頃
。

一
年
で
最
も
暑
い
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
暑
い
期
間
は
、
柑
橘
の
樹

は
蒸
散
作
用
が
活
発
に
な
り
樹
の
中
の
水

分
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
着
果
量
が
多

い
樹
は
急
激
に
衰
弱
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
樹
は
、
小
玉
に
な
る
、
酸
が

高
く
な
る
、
来
年
花
が
無
い
な
ど
今
年
の

品
質
と
来
年
の
収
量
に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。

　
今
年
は
早
生
み
か
ん
な
ど
着
果
量
が
と

て
も
多
い
状
況
で
す
。
着
果
量
が
多
い
樹

は
２
つ
の
方
法
で
早
め
に
摘
果
を
進
め
ま

し
ょ
う
。
１
つ
目
は
樹
冠
上
部
摘
果
で
す
。

温
州
み
か
ん
中
心
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

上
部
を
摘
果
す
る
こ
と
で
樹
勢
衰
弱
を
防

止
し
ま
す
。
摘
果
後
新
梢
が
発
生
し
樹
勢

を
健
全
に
維
持
で
き
ま
す
。
２
つ
目
は
半

樹
別
摘
果
で
す
。
隔
年
結
果
性
が
極
め
て

強
い
は
る
み
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
樹

の
半
分
す
べ
て
摘
果
し
、
そ
の
後
新
梢
が

発
生
し
樹
勢
衰
弱
を
防
止
し
ま
す
。
発
生

し
た
新
梢
は
来
年
着
果
す
る
重
要
な
枝
と

な
り
ま
す
。
２
つ
の
方
法
に
共
通
す
る
ポ

イ
ン
ト
は
、
残
果
を
適
正
に
摘
果
し
て
着

果
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

落
葉
果
樹

　

今
月
は
梅
雨
明
け
と
な
り
ま
す
。
梅
雨

明
け
以
降
は
、
気
温
が
上
昇
し
暑
い
日
が

続
き
ま
す
。
農
作
業
中
に
熱
中
症
に
な
ら

な
い
よ
う
体
調
管
理
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

摘
果
・
摘
粒
・
袋
掛
け

　

ブ
ド
ウ
は
、
１
房
内
の
粒
の
肥
大
が
進

む
な
か
、
摘
粒
が
不
十
分
な
場
合
、
裂
果

に
つ
な
が
り
ま
す
。
水
回
り
前
に
は
、
摘

粒
が
完
了
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
摘

粒
が
完
了
次
第
、
病
害
や
裂
果
防
止
の
た

め
袋
掛
け
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　品種 １房当り粒数（粒）の
目安

デラウェア 75～ 85

ベリーＡ 60～ 70

キャンベル 60～ 70

種なしピオーネ 30～ 35

シャインマスカット 35～ 40

　

カ
キ
は
、
引
き
続
き
摘
果
を
行
な
い
ま

す
。
葉
20
～
25
枚
に
１
果
（
30
㎝
程
度
の

枝
は
２
果
、
20
㎝
程
度
の
枝
は
１
果
）
を

目
安
と
し
、
ヘ
タ
の
大
き
い
果
実
を
残
し

ま
す
。

新
梢
の
管
理
（
枝
抜
き
・
摘
心
・
捻
枝
・

副
梢
の
管
理
）、
枝
つ
り

　

先
月
に
引
き
続
き
、
発
生
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、
込
み
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

枝
抜
き
、
枝
の
伸
長
を
抑
制
さ
せ
る
た
め

の
摘
心
や
捻ね
ん

枝し

な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
ま

た
、
副
梢
（
わ
き
芽
）
の
発
生
が
み
ら
れ

た
ら
１
～
２
枚
で
摘
心
す
る
か
、
込
み

合
っ
て
い
れ
ば
除
去
し
ま
す
。
モ
モ
は
、

収
穫
時
期
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
枝
が
下
垂

し
て
き
ま
す
の
で
、
枝
折
れ
防
止
に
枝
つ

り
や
支
柱
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

水
管
理

　

梅
雨
明
け
後
、
乾
燥
が
続
く
場
合
は
樹

勢
維
持
、
果
実
肥
大
を
目
的
に
か
ん
水
を

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

収
穫

　

モ
モ
は
収
穫
時
期
を
迎
え
て
い
る
品
種

が
あ
り
ま
す
。
青
味
の
抜
け
具
合
を
み
な

が
ら
丁
寧
に
収
穫
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

注
意
す
る
主
な
病
害
虫

　
ブ
ド
ウ
…
さ
び
病
、
ベ
ト
病 

等

　
イ
チ
ジ
ク
… 

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
、
ア
イ
ノ

キ
ク
イ
ム
シ
、
そ
う
か
病 

等

　
カ
キ
…  

炭
疽
病
、
う
ど
ん
こ
病
、
カ
キ

ノ
ヘ
タ
ム
シ
ガ 

等

　
モ
モ
… 

灰
星
病
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類 

等

※ 

農
薬
散
布
す
る
際
は
、
必
ず
ラ
ベ
ル
を

確
認
し
記
載
さ
れ
て
い
る
登
録
内
容
を

確
認
し
て
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

農
薬
散
布
の
際
は
農
薬
飛
散
（
ド
リ
フ

ト
）
に
注
意
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

家
庭
菜
園

二
ン
ジ
ン
の
栽
培

〈
畑
の
準
備
〉

　
品
質
の
良
い
ニ
ン
ジ
ン
を
作
る
た
め
に
は

作
土
が
深
く
柔
ら
か
い
土
壌
が
重
要
で
あ
る

為
、
堆
肥
の
施
用
は
不
可
欠
で
す
。

　
た
だ
し
、
分
解
途
中
の
堆
肥
の
か
た
ま
り

に
根
が
触
れ
る
と
岐
根
（
ま
た
根
）
に
な
り

や
す
く
な
る
為
、
堆
肥
は
石
灰
資
材
と
同
時

に
、
播
種
の
１
カ
月
前
ま
で
に
施
用
し
深
く

耕
し
ま
し
ょ
う
。

〈
種
ま
き
〉

　
裸
種
子
の
場
合
、
発
芽
を
促
す
た
め
に
種

子
を
一
昼
夜
浸
水
し
た
後
、
ガ
ー
ゼ
で
包
み

余
分
な
水
気
を
と
っ
て
お
き
ま
す
。

　
播
き
溝
は
、
底
面
が
平
ら
に
な
る
よ
う
丁

寧
に
作
り
、
播
種
は
１
～
２
㎝
間
隔
の
す
じ

ま
き
を
し
ま
す
。

　
ニ
ン
ジ
ン
は
好
光
性
作
物
で
、
発
芽
に
は

光
が
必
要
な
為
、
覆
土
は
深
く
な
ら
な
い
よ

う
、
種
子
が
見
え
な
く
な
る
程
度
に
ご
く
薄

く
か
け
ま
す
。

　
播
種
後
、
種
が
乾
燥
す
る
と
極
端
に
発
芽

率
が
低
下
す
る
為
、
発
芽
す
る
ま
で
畑
が
乾

燥
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
間
引
き
・
土
よ
せ
〉

　

間
引
き
は
、
一
回
目
が
、
本
葉
２
～
３

枚
の
時
に
３
～
４
㎝
間
隔
で
葉
が
触
れ
合

わ
な
い
程
度
に
行
な
い
、
二
回
目
は
、
本

葉
５
～
６
枚
の
時
に
10
～
12
㎝
間
隔
で
行

な
い
ま
す
。
間
引
き
後
、
追
肥
と
土
よ
せ

を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
時
、
葉
の
付
け
根
に
土
が
入
ら
な

い
よ
う
、
て
い
ね
い
に
土
を
寄
せ
ま
す
。

　

葉
が
10
枚
く
ら
い
に
な
る
ま
で
は
水
分

不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、
地
温
の

下
が
っ
た
夕
方
に
か
ん
水
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
は
、
か
ん
水
を
押
さ
え
気
味
に

す
る
と
、
根
の
太
り
が
よ
く
な
り
ま
す
。

稲こうじ病

樹冠上部摘果法

重たかったけど
楽になった

新梢が出たら益々
元気になった

半樹別摘果法

重たかったけど
楽になった

新梢が出たら益々
元気になった

三原地域本部三原地域本部
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【アグリセンターの休日】

【年金相談会　開催時間】
10：00 ～ 16：00

【営業時間】
11月～  3月　８：30～17：00
  4月～10月　８：30～17：30

（せとだ ８：30 ～ 18：00）

31
木

30
水

29
火

28
月

27
日

26
土

25
金

24
木

23
水

22
火

21
月

20
日

19
土

18
金

年
金
相
談
会
　
本
郷
中
央
支
店

17
木

16
水

15
火

14
月

13
日

12
土

 

※1

11
金

10
木

年
金
相
談
会
　
幸
崎
支
店

9
水

8
火

7
月

6
日

5
土

4
金

3
木

2
水

1
火

お知らせカレンダー
※予定が変更する場合があります。
　ご了承ください。

８月

令和５年度上期の女性部活動について
協議し、活動計画や、推進活動につい
て確認しました。共同購入研修では全
農ひろしまより、くらしの宅配便の新
商品や取り扱いについて学びました。

上
期
支
部
長
会
議

【
幸
崎
支
部
】
光
年
部
活
動

【
中
之
町
支
部
】
女
性
部
総
会

手芸教室を開き、可愛いカエルの置物
を製作しました。教え合いながら協力
し、楽しい時間を過ごしました♪

令和４年度の活動報告や収支決算報
告、令和５年度の活動計画について確
認しました。総会後の研修では、営農
販売課の林課長が学習会を開き、作物
栽培の知識を深めました。

女性部活動

5/10 5/25 5/29

※ 1  【鷺浦アグリセンター】 盆商品配布のため、営業時間を12時までとさせていただきます。

決
算
報
告
Ｊ
Ａ
三
原
の
令
和
4
年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

科　　　目 ＪＡ三原 （参考）９ＪＡ合計 科　　　目 ＪＡ三原 （参考）９ＪＡ合計
（資産の部） （負債の部）

  1.信用事業資産 139,583,908 1,293,134,470   1.信用事業負債 140,398,121 1,301,678,702
  2.共済事業資産 1,166 39,676   2.共済事業負債 638,264 4,046,838
  3.経済事業資産 1,101,627 6,751,204   3.経済事業負債 1,157,688 4,492,318
  4.雑資産 325,893 3,440,848   4.設備借入金 − 69,562
  5.固定資産 3,490,817 34,178,071   5.雑負債 243,510 3,750,355
  6.外部出資 6,046,765 47,961,832   6.諸引当金 221,423 2,706,138
  7.前払年金費用 − 127,322   7.繰延税金負債 − 2,625
  8.繰延税金資産 82,817 676,270   8.再評価に係る繰延税金負債 527,785 3,510,368

負債の部合計 143,186,793 1,320,256,910
（純資産の部）

  1.組合員資本 6,321,328 60,663,143
  2.評価・換算差額等 1,124,875 5,389,642

純資産の部合計 7,446,203 60,052,785
資産の部合計 150,632,996 1,386,309,696 負債及び純資産の部合計 150,632,996 1,386,309,696

貸　借　対　照　表　令和４年度（令和５年３月31日現在）

損　益　計　算　書　令和４年度（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

（単位：千円）

（単位：千円）
科　　　目 ＪＡ三原 （参考）９ＪＡ合計

事業総利益 ① 2,080,000 17,883,346
うち信用事業総利益 909,749 8,771,589
うち共済事業総利益 731,554 5,133,026
うち購買事業総利益 285,237 1,766,907
うち販売事業総利益 148,714 635,018
うちその他事業総利益 53,018 1,766,979
うち指導事業収支差額 ▲ 48,275 ▲ 190,176

事業管理費 ② 1,851,337 16,297,648
事業利益 ③＝①－② 228,662 1,585,697
経常利益 ④ 316,041 2,269,241
税引前当期利益 ⑤ ▲ 698,495 ▲ 1,502,080
法人税等合計 ⑥ ▲ 204,574 ▲ 248,893
当期剰余金 ⑦＝⑤－⑥ ▲ 493,920 ▲ 1,253,187
当期首繰越剰余金 ⑧ ▲ 15,602 2,882,367
任意積立金等取崩額 ⑨ 1,242,471 4,311,149
出資配当代わり金 ⑩ ▲ 17,367 ▲ 158,054
当期未処分剰余金 ⑪＝⑦＋⑧＋⑨＋⑩ 715,581 5,782,275

三原地域本部
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